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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月20日(2021.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と；
　前記基板に設けられた複数の発光素子と；
　を具備し、
　平面視において、第１の発光素子の中心と、前記第１の発光素子に隣接する第２の発光
素子の中心と、を通る線分と、前記第１の発光素子の側面とがなす第１の角度は、前記線
分と、前記第２の発光素子の側面とがなす第２の角度と異なっている発光モジュール。
【請求項２】
　複数の前記第１の発光素子の中心と、複数の前記第２の発光素子の中心と、が第１の方
向に延びる第１の線分上に設けられ、
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　複数の前記第１の発光素子の中心と、複数の前記第２の発光素子の中心と、が前記第１
の線分と隣接し、且つ、前記第１の線分と平行な第２の線分上に設けられ、
　前記第２の線分上の前記第１の発光素子または前記第２の発光素子の中心は、前記第１
の線分上の前記第１の発光素子または前記第２の発光素子の中心を通り、前記第１の線分
に直交する第３の線分と、前記第２の線分と、の交点からズレた位置に設けられている請
求項１記載の発光モジュール。
【請求項３】
　前記第１の発光素子の中心と、前記第２の発光素子の中心と、は前記第１の線分上もし
くは前記第２の線分上に交互に設けられている請求項２記載の発光モジュール。
【請求項４】
　前記第１の角度は９０°であり、前記第２の角度は３０°以上６０°以下である請求項
１～３のいずれか１つに記載の発光モジュール。
【請求項５】
　前記第１の発光素子と前記第２の発光素子は、互いに異なる色温度の光を放出するとと
もに、互いに独立して制御可能とされている請求項１～４のいずれか１つに記載の発光モ
ジュール。
【請求項６】
　平面視における前記複数の発光素子の形状は四角形である請求項１～５のいずれか１つ
に記載の発光モジュール。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１つに記載の発光モジュールを具備した照明装置。
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